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早期水稲跡極晩播 ダイズ の 不耕起バ ラ播栽培
＊

　　　　　　　　　　野 島　隆 ・山岸 　淳

　　　　　　　　　　　（高知県農事試験場）

　本県における転換畑 ダイズ は秋ダイズが 中心であるが ， 播種適期の 7月上 ・中旬は梅雨後期に当た

り降雨が 多い ため
， 梅雨明け後 に播種 され る 晩播栽培 がほ とん どで ある 。 なか で も二 期作二 番稲が転

作の対象 となる こ とか ら，二 期作権利 田を中心に 7A 末か ら 8 月始め に収穫 され る極早生水稲跡の極

晩播栽培が全体の80％以上 を占めて多 い
。

　極 晩播 ダイズ は標準播 に比べ て 栄養生長期 間が短 く， 基本栄養生長量が小 さ い の で，早期水稲の 収

穫調整作業 に手間ど り，播種時期が遅れる と急激な収量低下 を来す 。 また収穫調整作業との 兼合 い か

ら ， 農 家 1戸 当た り作付面積 も30a が限界で ，規模拡大が で きな い 欠点が あ る 。 そ こで，著者 らは

1986年 よ り早期水稲の 収穫作業 とダ イズ播種 の労力競合を回遊 し，播種期の 早進化による収量向上
，

よ り省力化 と規模拡大 を図る方法 と して ，水稲収穫前に播種し，コ ン バ イ ン 放て きワ ラ で被覆 し ， そ

の まま生育 させ る不 耕起 バ ラ播栽培法 につ い て検討 して きた結果 ，

一
応実用化で きる見通 しが得 られ

た の で ，そ の 概要 を報告 す る 。

　 1．播種時期及 び水 稲収穫期 と播種量 との 関係

　（1） 試験方法

　86年に ， 7 月30日 と 8 月 4 日ナ ッ ヒ カ リを， 8 月 14日 コ シ ヒ カ リ を収穫 した圃場で
， 秋 ダ イズ品種

ア キ ヨ シ を水稲収穫 2 日前，前 日及び当日の 3時期に 10a 当た り 7　kg，10kg，15kgの 3 段階で 播種 し，

播種時期 と株立数との 関係，及 びそれぞ れ の 水稲収穫 時期 に おける ダイズ の 最適密度 を検討 した 。 対

照 と して 全面全層播区 を設 け，各時期 とも水稲収穫後直ちに耕起 ， 播種を行 っ た 。 全面全層播区の播

種量は 7 月30日， 8月 4 日播は 10a 当た り10kg
，

8 月 14日播は 15kgと した。 施肥量 は不耕起バ ラ播，

全面全層播 とも10a 当た りN2kg ，　 P　205
・K20 は と もに 6　kgと し， 播種 時に施用 した 。 試験 は

1 区100　m2 ，
2 反復で 行 っ た。

　（2） 結果及び考察

　水稲収穫時期別 に播種時期 と株立率 と の 関係 をみる と第 1 図の とお りで ある 。 それによる と， 3収

穫 時期 と も水稲収穫 2 日前播種で株立 率が低 く，収穫前 日 と当 日播種区間で は大差な く，
ともに高か っ

た 。 ダイズ種皮は 吸水が早 く，速やか にふ や ける性質が あ り， 2 日前播種区にあ っ て は コ ン バ イ ン の

＊ 第24回講演会 （昭和 62年11月）にお い て
一

部 を発表 。
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　　第 1 図　稲の 収穫時期別で見た播種時期 と株立率 （1986）

　 踏圧による機械的損傷が大 きく，株

　 立率が低下 した もの と考えられ ，
こ

　　の こ とか ら播種 は水稲収穫 の 前 日な

　　い し当日が よ い と結論され る 。 また

　 水稲収穫時期別 にみ る と， 7月 30日

　 収穫区が総 じて株立率が低 い が ，こ

　　れ は 7月 20日以 降高温 ・少雨 で経過

　　したた め ， 土壌が過乾燥気味であ っ

　　た こ とが原 因 と考えられ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 不耕起バ ラ播区 の ダイズ の 生育は

第 2 図　不耕起 バ ラ播 と全面全層播 ダイズ の 地下部の 比較　　全面全層播区 と大 差な い が，同
一

密

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 度でみ る と不耕起バ ラ播区の主茎長

はや や短 く，地際部の 茎径が太 く，また地下 部をみ ると全面全層播 に比べ て根が地 表浅 く分布し，直

径 3　mm 以上 の 根粒 の割合が高 い こ とが認 め られ （第 2図，第 1 表），不耕起 バ ラ播 ダ イズ の 大 きな特

徴 とい える 。

　水稲 収穫時期別の 不耕起バ ラ播区 と全面全層播区の 子実収量を播種量込み に してみ る と，第 3図の

と お りである 。 不耕起 バ ラ播区の 子実収量は
， 水稲収穫期の 遅 れ に伴 っ て減少 し ， 7月 30日収穫区 の

10a 当た り平均収量 342kgに対 し， 8月 4 日区298kg， 8 月14日区194kgとな っ た 。

一方 ， 全面全層播

　　　　　　　　　　第 1表　根粒の 大 きさの 播種様式に よる差異 （1987）

播 種

不耕 起一一一一一一一一一一一一
r
−−Tmu

　　根 粒 の 直 径 （mm ）

〜 3 〜 4 〜 5 〜 6 〜 7 − 8 〜

　 　 ％　　　　　 ％　　　　　 ％　　　　　 ％　　　　　％　　　　　 ％　　　　　 ％

31．9　　 30 ．3 　　 16．5 　　 12 ，4　　　3．0　　　0．4　　　0．4

全 面 全 層 播 　 0．6　 16．0 　 39．4 　 34．6 　 9．0 　 0．4

平均直

径（mm ）

3，632

，95

1株当たり

根粒数（個）

40．843

．3

注 1） 根 粒 付着 数は 各区10株 を抜 取 り調査。
　 2） 8月 10日播。
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第 3 図不耕起区と全面全層播区の子実収量 （1986）

区は逆 の現象が み られ たが ， 7 月30播 区の 全

面全層播区の 低収は
， 土壌が過乾燥気味で表

層の種子 は ほ とん ど出芽不能 とな り， 株立数

が 減少 した こ と，さら に 出芽が遅れ，そ の 後

の生育が遅 延 したこ とが原 因 と考え られ る 。

また 8 月 14日区で不耕起バ ラ播区が 低収で

あ っ たの は，株立数が少なか っ た の に加 え，

9月下旬以降降水量が著 しく少な く，前述 の
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第 4 図　稲の 収穫時期別 に み た株立数 と子実収量 と の 関係 （1986）

ように根が浅 く分 布す る こ とか ら，乾燥 の影響を強 く受け，粒 の 肥 大が抑制 された こ とが原因 と考 え

られ る 。

　  当た り株立数と収量 との 関係 を第 4 図に 示 した。こ れ によれば
，

10a 当た り300kg以上 の 収量 を

確保するため には， 7 月下旬播種の 場合 m1 当た り25株以上 ， 8月上旬播種で は40株以上 の株数を確保

すれ ばよ い とい える。株立 率80％ と した場合の 播種量 は
，

7 月下旬播で 10a 当た り10kg， 8 月上旬播

で 12kgが適量 と考え られ る 。 なお， 8 月中旬播 の 生産安定化 につ い て は今後さ らに検討する予定で あ

る 。

　 2．施肥法及 び灌水の効果

　（1） 試験方法

　87年に
，

8 月 5 日 ナ ツ ヒ カ リを
，

8 月 11日 コ シ ヒ カ リを収穫 した圃場で 施肥法及び灌水法の 検討 を

行 っ た 。 施肥法に つ い て は，無窒 素区，N2ky 及び 4kg ／10a 全量基肥 区，及び N　2　kg／10a の 開花期

施用区の 4 区を設 け ， 1 区100  ， 2 反復で 試験 を行 っ た 。 なお P205 ・K20 は各 6kg／10　a を全量

基肥 として播種前に 施用 した。また，灌水法 に つ い て は無灌水区 ， 開花期 1 回灌水 区，開花期 ＋ 着莢
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期 2 回灌水区を設 け，
1区150  ，

2 反復で 検討 した 。

　ダイズ の 播種は い ずれ も水稲収穫 の 前 日と し， フ ク ユ タカを 8月 4 日播 は 10a 当た り10kg， 8月 10

日播 は 15kgを， それぞれ動力散粒機で散布 した 。 また ， 灌水試験の 施肥量 は ， 10　a 当た りN2kg
，

P205 ・K20 はそれぞれ 6kg とし，播種前に動力散粒機で 散布 した 。

　（2） 結果及び考察

　播種時期，施肥法と生育 との 関係 を第 2 表に，また施肥 法と収量 との 関係 を第 5 図に示 した 。   当

た り平均株立数は， 8月 4 日播区28，7本 ，
8 月 10日播区42．3本で ，出芽率は それ ぞれ 85．0％，83．7％

で あ っ た 。

　まず全量 基肥 区につ い て収量 をみ る と
，

8 月 4 日播の 場合無窒素区 と N2kg 区間で は収量差はほ と

ん どなく高 く， N4kg 区で は   当た り着莢数の 減少が大 きく，
　 N　2　hg区の 13％減と な っ た 。 また 8E

10日播の場合は無窒素区の 収量が最 も高 く，窒素施用区 は い ずれ も落莢が 多く，収量が低下 した 。 ま

第 2表 　播種時期 ・施肥量 と生育 （1987）

試 験 　 区 開 成
」　　　　　　1

王 　　1 主
蔓

分 着 最　莢
　 左斥

最 　 莢 茎

播 種 ；施 肥量
花

期

熟

期

茎

長 雷
枝

数

莢

数

下　 即

着 　 位

’
ド

着　高 径
時期　

1

Φ 　Lm （月 ・
日） （月 ・

日） 〔cm ） 数 体 ） 〔個／株） （節） （cm ） （cm ）閏．．　
8 〇十 〇 9，1311 。14 48 12 ，0 2．1 22．4 4．4 ユ2．5 0．5

月 O 十 29 ．1311 ．14 44 12，0 2 ．9 28 ．9 4．0 12，4 0．5

42 十 〇 9．13　 i11 ．14 51 12．3 2．3 242 4 ．4 14 ．2 0．5

日 4 十 〇 9．13 ：
　 11ユ4 47 12．O 2．6 26、5 42 13．5 O．5

8 〇十 〇 9．1711 ．／6 59 ll．7 0．3 13．0 5．2 17．3 o．4

月 〇十 29 ．171 ユ．16 59 ll．9 0 ．4 13．1 5．3 17．6 0．4

lo2 十 〇 9，161 ユ．16 58
　 　 …

12．2 0．8 17，7 5．0 17．5 0．5

日 4 十 〇 9．1611 ．16 51 12．2 ユ．3 19・5　 i4 ．5 15．1 0．5

注 ） 1 ：基 肥，且 ：開花 期追 肥。
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　第 5 図　施肥量・施肥様式 と収量 （1987）

　　 注）1 ，柱 上 の 数 字 は 2 ＋ 0区 を100と した 場 合の 比 率

　　 　　2 ，一・− m2 当た り着莢数，．．．。…100粒 重
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た開花期追肥 区に つ い て み る と
，

8 月 4 日播 の 場合無窒素区に くら

べ 窒 素施用 に よ り着莢 数が 増大

し，収量 は最 も高くな っ たが ，
8

月 10日播で は着莢数 の 減少が著 し

く，最 も収量が低 くな っ た 。 晩播

な い し極晩播ダイズ の 場合 ， 窒素

の 多用ある い は 開花期 の 追肥の 施

用 は屑莢や落莢を増加させ る こ と

が点播栽培で も認 め ら れ て お り，

播種時期が遅 くなる ほ どダイズ体

内の 窒素濃度を高め る こ とは望 ま
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第 3表　灌水時期 ・回数が収量及び収量構成要素に及 ぼす影響 （1987）

・ 験 ・ 鴎 評 擁 鰹 1海
　　　　　　　　　 i　重　　　重　　　重 　　　1％ ）　　 重 　　（本／  ）（個／  ）　 （％）　 〔粒／m り　 （9 ）

　
　

　

　
　

　

　注）灌水時期，両播種期と も閏花期 9 月22日，莢伸 長期10月20日

し くない とい える 。

　以上 の こ とか ら，不 耕起バ ラ播栽培にお ける施肥様式は全 量基肥 とし， 8 月上旬播の 場合は窒素 は

10a 当た り2kgまで t
　 8 月中旬播 は無施用で よ い と考えられる 。

　次 に，灌水の 時期，回数が ダイズ の 収量及び収量構成要素に及ぼす影響 をみ る と第 3表の とお りで

あ る 。 灌水の 効果 は 8 月 4 日播で 顕著に 認め られ ， 無灌水区に比 べ 灌水区は い ずれ も着莢数及び 100

粒重の 増加 によ り増収 し，とくに開花期 1回の 灌水 よ り開花期 と莢伸長期の 2回灌水区で その 効果が

著 しく高 ま っ た 。

一
方 ，

8 月 10日播 は 8 月 4 日播 に比 べ て灌水 の 効果 が小 さ く， 無灌水区に比 べ て開

花期 1 回灌水区で 着莢数，100粒重 の 増加に よ り6 ％増収 とな っ たが ，開花期 と莢伸長期の 2 回灌水

区は 100粒重が低下 し，無灌水 区の 97％ とな っ た 。 8 月 10日播区で効果が劣 っ た の は， 8月 4 日播圃

場 に 比べ て 排水が悪 くとくに 2 回灌水 区は処 理 6 日前に 103mmの 降 雨が あ り， 過 湿状 態とな り， 根の

老化が進 ん だた め で は な い かと思われ る 。 ダイズに対す る灌水 の 効果 に つ い て は い くつ か の 報告
2 ’4

’5 ）
が ある が，とくに不耕起バ ラ播の 場合，根が表層浅 く分布 して い る こ とか ら，開花期 を中心 に晴

天 が続 くよ うな条件で は灌水の 効果が よ り大 きくあらわれ る もの と考えられ る 。

　 3． ワ ラ被覆 が雑草 の 発生 に及 ぼす影響

　（1） 試験方法

　87年 8 月 4 日に フ クユ タカ を播種 した圃場にお い て ，ワ ラ被覆区と無被覆区 （以下裸地 区と呼ぶ ）

を設け，草種別の 発生消長 を調査 した 。 同時に同
一

圃場内に全面全層 播区 を設 け，耕起 と不耕起 の 雑

草発生 の 差異に つ い て も併せ て検討 した 。 雑草の調査 は 1点0．5  と し， 時期別に草種ご との 発生量

を調査す る とともに ， 播種30 日後 には抜 き取 り，雑草重量 を調 べ た。

　（2） 結果及び考察

　供試圃場 の 前作水稲 に対 して移植後 3 日に ピ ラ ゾ レ
ー

ト ・ブ タク ロ
ー

ル剤の 1 回散布 しか行わ な

か っ たた め ，収穫前に すで に雑草 の 発生が み られ ， とくに ア ゼ ナ ，キ カ シ グサ，タマ ガ ヤ ツ リが 多く
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第 6 図　主要雑草の 発生消長 （1987）
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第 7図　播種 1 カ月後の雑草発生 量 （1978）

　 注｝柱上の 数字 は不 耕起 裸地 の 全発 生量 を，
　 　　 （）内 は 同播種後発生 し た 雑草量 をIOO

　 　 と した場 合 の 比 率 を示 す。

　こ れ による と，発生始期 は ア ゼ ガヤ，

ゼ トウガ ラ シ， ヒ デ リ コ が播種 12日後で 次 い で 早 く，

は ア ゼ ガ ヤ，タネ ツ ケ バ ナが播種後20 日頃，

は タネッ ケバ ナが最 も長 く，ヒ デ リ コ が こ れ に次 ぎ，

　播種 1 か月後の 各区 の 雑草発 生量 を第 7 図に示 した 。 先ず耕起 の 有無 と雑草 の 発生量 をみ る と ， 不

耕起 ・裸地区に比べ て耕起 した全面全層播区で少な くなる こ とが 認め られた。こ れ を草種別 にみ ると，

第 8 図に示す ように草種 に よ り差異がみ られ，ア ゼ ガ ヤ，ヒ デ リ コ ，タネツ ケバ ナ は耕起 によ り減少

し
，

コ ゴ メ ガ ヤ ッ リ ，
ス ベ リ ヒ ユ ，ッ ル ノ ゲ イ トウ は逆に増加が 認め られ，こ れ は種子 の 土 中分布の

差あるい は土壌 の 乾燥程度などが関与 して い る もの と考えられ た。

　次 に
， 不耕起区につ い て ワ ラ被覆の 有無 との 関係 をみ る と，ワ ラ被覆に よ り雑草 の 発生 が抑え られ，

と くに ワ ラ被覆が 密 の 場合 に発生 を抑制する効果 が 顕 著に 大 きい こ と が 認 め ら れ た 。 笠原
3 ）は

， 雑

草種子の 発芽 に及ぼす光線の 影響 に つ い て 約70種の 雑草 を調査 し，光を と くに要求する もの
， 光があ っ

た方が発 芽が良好な もの ，及び光 をと くに必要 と しな い もの に分類 して い る 。 得 られ た結果に つ い て

　　　　見受けられた 。
こ れ らの 雑草は水稲収穫後生育が急激 に

・m
！

　　 旺盛 とな っ たが ，播種20日後頃か ら枯れ始め ，30日後に
当

薔 　 は 大部分が枯死 した ・

鑿 … 鯲 ・ 発・ 轍 は蝌 24種 甑 優 ・雑

す　　草 は タネツ ケバ ナで，ア ゼ ガヤ，ヒ デ リコ ， コ ゴ メ ガヤ

　　　ツ リが次 い で 多 く，
また土 壌水分適応性 に よ る分類

P

　　　　で み る と
，

ほ と ん どが湿生雑草で ，乾生 雑草 は メ ヒ シ バ ，

　　　　 エ ノ キグサ，ス ベ リ ヒ ユ の 3 種を数えた にす ぎなか っ た 。

　　　　 主な雑草の 発生 消長 を不耕起 ・裸地 区でみ る と，第 6図

　　　　 の よ うで ある 。

　　 コ ゴ メ ガヤ ツ リ，タネ ツ ケ バ ナが播種 2 日後で最 も早 く，ア

　　　　　　　　 トキワ ハ ゼ は播種後 30日 と遅か っ た 。 発生盛期

　　　　 コ ゴ メ ガヤ ツ リ， ヒ デ リ コ は播種後30日頃で ，発生期間

　　　　　　　　 コ ゴ メ ガヤ ツ リは最 も短か っ た 。
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　　第 8図　耕起 ・
ワ ラ被覆の 有無 と播種 1 カ 月後の草種別発生 量の差異 （1987＞

注 1 ）A ：不耕起 裸地，B ：不耕起 ワ ラ被 覆 （Bl や や 粗，　 B2 密），　 C ：全面 全層播。
　2 ＞柱上 の 数字 は 不 耕 起裸 地 に 対する 比率 を示す。
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第 9 図　雑草除去 1 カ 月後の 草種別発生量 の耕起 ・ワ ラ被覆の 有無 に よる差異 （1987）

み ると ， 草種に よ っ て光要 求性 に差異の ある こ とが認め られ，笠 原の 分類 に従えば
， 光要求性の な い

もの と して ツ ル ノ ゲ イ トウ ， 光 要求度が最 も高い もの として ア ゼ ガヤ， コ ゴ メ ガ ヤ ツ リ， ス ベ リ ヒ ユ

が あげられ，タネ ッ ケ バ ナ は光があ っ た方が発芽が 良好な草種とい える 。 雑草除去 1 か月後の 草種別

の発生量 を第 9 図に示 したが，播種 1 か月後の 発生量 と概ね同様の 傾向が認め られた。

　こ れ ら維草の 発生 深度をみ る とい ずれ も極めて浅 く，こ の こ とか ら雑草種子の 大部分は代か きに よ

り地 表面に分布す る こ とが 推察され
， 既発生雑草の対策を十分に行えば

， 後作 ダイズ の 雑草防除は ワ

ラ被覆の み で 十分対応で きる もの と考えられる 。
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　　摘　　要

　早期水稲跡極晩播 ダイズ の不耕起バ ラ播栽培法につ い て検討 し， 次の結果 を得た 。

　（1） ダ イズ の播種は 早期水稲収穫の 前日 ない し直前に行 っ た場合 に出芽 ・株立が安定する こ とが 明

らか とな っ た。

　  　不耕起バ ラ播ダイズ は主茎長がやや短 く， 地際部の 茎径が 太く，根は地表浅 く分布 し， 直径 3mm

以上 の根粒の付着が多い 特徴が ある 。

　〔3＞ 目標収量 10a 当た り300kg以 上 とした場合の 最適株立数は 7 月下旬播で   当た り25− 40株 　8

月上旬播で は40〜50株 と考 えられた 。

　（4） 施肥 様式は全量基肥で よ く，窒素施用量 は 8 月上旬播の 場合 10a 当た り 2kg まで， 8 月 中旬播

で は 無施用で よい こ と を認 め た 。

　｛5） 根が 地表浅 く分布するため，開花期 〜莢伸 長期 に降雨の 少な い 場合，収量 に対 して 灌水の 効果

が極め て大 きい こ とを認 め た。

　〔6＞ ワ ラの 被覆 は雑草の 発生 を抑 制する効果が極めて高い こ とを認め た 。
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